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　厄年（かぞえ42歳）が厄払い行事の裸詣り
が実施できなかった代案として、春の祭礼時
に各山車上山から初めて「餅投げ」を実施しま
した。
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町制 70 周年記念事業  美浜子ども議会
昨年12 月２４日（水曜日）に開催された、美浜子ども議会。町内小中学校の児童生徒 17 名が子
ども議員として、議会の一般質問を行いました。子ども議員のみなさんの子ども議会を体験した
感想を紹介します。

布土小学校　上坂梨心 議員

布土小学校　酒井温萌 議員

河和小学校　松井仁来 議員

野間小学校　百合草颯大 議員

河和小学校　畠 大希 議員

河和小学校　中園 竣 議員

野間小学校　井手 愛 議員

　私は子ども議会に出て「美浜町の海の魅力」につ
いて質問しました。そのなかで「河和口の近くでやっ
ていたかっぱカーニバルを復活させてはどうです
か。」と質問しました。それについて町長は潮干狩
りをまず復活させたいと仰ってました。子ども議会
が終わって私はとてもいい経験をさせてもらったな
と思いました。

　私は子ども議会で美浜町の観光について質問をし
ました。今の美浜町がどういう状態かをくわしく知
れて、今後、美浜町の事を考えるときに、子ども議
会で知った事を活用したいなと思いました。また、
私以外の人が質問した内容も、私が知りたいことが
たくさんあって、すごく勉強になりました。貴重な
体験ができて、とても楽しかったです。

　美浜子ども議会を体験してみて、演壇に立って質
問するのがすごく緊張しました。でもすらすら質問
できてうれしかったです。そして町長と教育長の答
弁を聞いてみて美浜町の現状を知れて、勉強になり
ました。
　すごく貴重な体験をさせてもらったのでこれから
に生かそうと思います。

　僕は、海をきれいにする取り組みについて質問し
ました。「地域で協力してゴミ拾いをする活動を考え
て、海をきれいにしたい。」と答弁してくれました。
野間の海をきれいなまま残してほしいと思いました。
今回の子ども議会で、普段では体験できないことが
できてよかったです。今後このような行事があれば、
また参加してみたいと思いました。

　僕は、子ども議員をやってみて色々なことを学べ
たと思います。１つ目は、他の子ども議員の人の質
問を聞けたことです。
　僕とは違う視点で質問をしていて町についてたく
さんのことが学べました。
　２つ目は本当の議会に立てたことです。
　貴重な体験ができてうれしかったです。

　僕は、子ども議会に出て思ったことが２つあります。
　１つ目は、緊張するな、議会の人はすごいなと思
いました。
　２つ目は、他の人もいい意見を出しているなと思
いました。
　いろいろ議会の人達は大変だなと感じました。

　緊張しました。美浜町の現状を知れたり、これか
らどのように進めていくかを分かってよかったです。
　また、貴重な経験をありがとうございます。これ
から生きていく中で大事にしたり、導いていきたい
と思いました。
　議員に興味がわいたので大人の議会の議員も見
てみたいと思いました。



3 あいち・みはま議会だより 2026.5.1　No.186

上野間小学校　加藤 聡 議員奥田小学校　河合風花 議員

河和中学校　川元拓実 議員上野間小学校　山本典季 議員

奥田小学校　西川翔嵐 議員奥田小学校　石田彪悟 議員

河和中学校　岡澤陸太 議員河和中学校　竹部結晴 議員

野間中学校　山本颯佑 議員野間中学校　瀬古萌南 議員

　僕は子ども議会をやってとても緊張しました。テ
レビに出ると考えてしまい前も向けないほど恥ずか
しかったです。だけど、ちゃんと前を向け話せたの
でほっとしました。
　僕はもっとすらすら読めたらなと思いました。家
でももっと練習をしておけばよかったと思いました。
とてもよい経験でした。次があれば挑戦したいです。

　美浜子ども議会に参加し思ったことは、議会の静
けさや独特の空気の重さで緊張したことです。テレ
ビに映ると聞いたので間違えてしまったことが恥ず
かしかったです。でも普段経験できないことができ
たので、よかったです。

　子ども議会を経験して、自分の疑問に思ったこと
や聞いてみたいことを議会を通して聞くことが出来
てよかったです。僕は防災について、以前から興味
をもっていました。安心して暮らせる町づくりがされ
ていると分かりました。僕は将来、美浜町で暮らし
たいと思っているので、この先も、美浜町がよりよ
くなっていくのだと思い、楽しみになりました。

　僕は、子ども議会に参加してふだん美浜町の問題
がどのように話合われているかを知ることができま
した。質問では緊張したけれど、ゆっくり丁寧に発
言することができて良かったです。僕が質問した「学
校の暑さ対策」については教育長から「実施の予定
です。」と答弁がありうれしかったです。とても良い
経験になりました。

　僕は子ども議会で知った事をこれからの生活など
役立たせていきたいと思います。子ども議会は本当
のような感じで少し緊張しました。あともう少しで
自分の番の時はもっと緊張して不安でしたが、自分
の番も終わったらすごくほっとしました。

　僕は、今回の議会で初めての事をいろいろ知る事
ができました。とても良い経験になりました。特に
思い出に残っている事は発表です。発表は緊張して
話す事が書いてある紙を見ているはずなのに次に話
す事が分からなくなるほどでした。
　議会の人ありがとうございました。

　僕は子ども議会でものすごく良い経験をしまし
た。その中で僕は、魅力のある町づくりについて質
問しましたが予算を増やすために、みはまっこ以外
に他の食べ物を生産していることが分かり、安心し
ました。また南知多町はふるさと納税額が高いので、
美浜町の皆さんが視察しに行ったのが分かりまし
た。僕は議員になることができたと思います。

　私は子ども議会をやってみて貴重な経験ができた
なと思いました。その理由は、友達と切磋琢磨して
練習してきた原稿で議場に立ってその成果を発揮で
きたからです。自分の考えた質問に町長が答えてく
れたのもうれしかったし、他の人の質問で自分の知
らなかった美浜町のことを知れたのも、楽しかった
です。また開催されたら出場したいです。

　僕は子ども議会という貴重な体験をしました。学
校の授業方法について、普段の授業で気になってい
たことを質問しました。質問を通すのは大変でした
が、議員の皆さんと一緒に考え、当日は大切な意見
として受け止めていただきました。この経験を通し
て町への理解が深まり、町のために貢献できて良
かったです。

　私は野間中学校の代表として子ども議会に出席し
ました。学校の議会とは雰囲気が違い、緊張しまし
た。美浜町の気になっていることを聞けて、教育長
からの回答があり、その事を知れて良かったです。
いつもこのように美浜町のために議員さんや役場の
方が美浜町のことをよりよくしようとがんばっている
ことが分かって議員さん達はすごいなと思いました。
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住民サービス

福祉

観光

93 億 6200 万円
どう使う？令和 8 年度予算

令和８年度一般会計予算　賛成多数で可決
― 注目事業・予算 ―

（令和７年度予算額 97 億 1900 万円、 対前年度比 ３億 5700 万円減）

３月定例会において、令和
８年度一般会計予算をはじ
め、７会計の予算について
審議し、原案のとおり可決
されました。

各種証明書のコンビニ交付事業
マイナンバーカードを利用して、コンビニエンスストアで住
民票の写し等の各種証明書の交付を行い、町民の利便性
を図ります。

 コンビニで交付できる証明書の種類と開始時期は。
 コンビニで交付が可能となる証明書は、住民票の写し、

印鑑登録証明書と税関係証明書です。開始時期は、令和 9
年 3 月の予定です。

予算額 1986 万円（うち国補助 981万円）

難聴高齢者補聴器購入費助成事業
町内に住所を有する 65 歳以上の方を対象に、補聴器購入
にかかる費用の一部を助成することにより、聞こえの改善
を図り、日常生活の向上と社会参加を促進します。

 加齢性難聴補聴器補助金は１人当たりいくらの補助か。
 購入費の２分の1かつ上限 2 万円を補助します。

予算額 40 万円

食と健康の館 道の駅構想事業
小野浦地区にある食と健康の館を「道の駅」を核とした商
業観光施設としてリニューアルすることを検討するための協
議体を設置します。「道の駅」のブランド力を最大限発揮
することで、町の知名度向上と多くの観光客の誘致を目指
します。

 協議体とはどういう組織か。
 学識経験者・町・県の関係部局を集めた協議体で、食と

健康の館周辺を一体として再開発を進め、道の駅としての設
置の可能性について協議を進めます。

予算額 36 万円



5 あいち・みはま議会だより 2026.5.1　No.186

道路整備

災害対策

まちづくり

道路新設改良県補助事業
奥田山王川の旧ひえぞ橋の撤去工事を実施します。

 ノリ養殖の時期から工事をずらすとのことだが、いつか
ら工事にとりかかるのか。

 旧ひえぞ橋を撤去する工事で、新年度早々から橋の撤去
工事を進めていく予定です。ノリ養殖に影響のない８月まで
には工事完了の予定です。

予算額 １億 3000 万円

マンホールトイレ購入事業
災害時における避難所の衛生環境を確保するため、断水時
でも使用可能なマンホールトイレを各避難所に整備し、被
災者の健康保持と生活環境の向上を図ります。

 ６カ所の避難所は、どこの避難所か。
 布土小学校・河和小学校・南部体育館・上野間小学校・

奥田小学校・野間中学校です。
予算額 61 万円（うち県補助 20 万円）

陸上競技場指定管理委託事業
町と日本福祉大学が共同で設立した「一般社団法人みはまス
ポーツコミッション」に UENO SPORTS VILLAGE MIHAMA

（陸上競技場）の管理・運営を委託します。交流人口の増加、
地域経済の活性化をさらに推進します。

 都市公園施設使用料について、どこの施設か。前年より
減額している理由は。

 施設は総合公園と運動公園です。令和 7 年度は 2 か所の
収入がありましたが、令和 8 年度については 4 月から指定管
理に移行するため減額になっています。

（歳出）陸上競技場指定管理委託料 予算額 1188万円
（歳入）都市公園施設使用料（総合公園分） 予算額 960万円



6あいち・みはま議会だより 2026.5.1　No.186

常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
11
日
（
水
）
午
前
９
時
開
会
。

　

６
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託

議
案
15
件
を
審
査
・
採
決
。
閉

会
中
の
継
続
調
査
事
件
を
協
議
・

決
定
し
閉
会
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

 

巡
回
バ
ス
購
入
予
定
と
聞

い
た
が
、
巡
回
バ
ス
の
公
用
車

と
は
別
の
車
両
か
。

 

巡
回
バ
ス
の
福
祉
車
両
の

購
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

住
宅
取
得
費
補
助
金
の
対

象
者
は
ど
の
よ
う
な
方
か
。

 

定
住
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で
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の
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ち
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婦
ど
ち
ら
か
が
40
歳
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の
世
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が
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象
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す
。

　

物
件
は
新
築
で
も
建
売
で
も

よ
く
、
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
物
件
を
購
入
し
て
も
補
助

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
審
査
結
果
は
、最
終
日
17
日（
火
）に
委
員
長
報
告
を
行
い
、質
疑・討

論
の
後
、採
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
、
賛
成
、
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

持続可能なまちづくりを見据
えた堅実な編成

（美浜みらい）大嵜　暁美

最小限の予算で、最大の効果
（創世会）森川　元晴

持続可能な財政運営が重要
（チャレンジみはま）大岩　靖

借入金を増やし、貯金を減ら
す予算

　本予算案は、長引く物価高騰や人件費の上昇、
さらには借入金の利子上昇など、依然として厳し
い財政を真摯に受け止めつつ、住民の生活を守り
将来にわたる持続可能なまちづくりを見据えた、
極めて堅実な編成であると評価します。
　しかし、今後、運動公園をはじめいくつかの借
入金の返済による多額な財政支出が見込まれます
ので、事務事業や既存事業の見直しによる経費削
減とふるさと納税による歳入確保に一層努めるこ
とを要望し、賛成します。

　不安定な社会情勢の中、予算編成には大変苦
労されたと感じます。美浜町の財政は依然として
厳しい状況ではありますが、公共施設の老朽化も
進む中、長寿命化の対策を講じつつ住民生活の
福祉向上にも努めて頂き、町民からの血税、また
国、県からの交付金等の財源を無駄なく、最小限
の予算で最大の効果を引き出し、今後も確実に事
業を進めて頂きますようお願いします。

　令和８年度一般会計予算については、人口減少
や少子高齢化、物価高騰など厳しい状況の中で
編成され、子育て支援や福祉、防災、地域産業
の振興など、町民生活に関わる施策に配慮された
内容であると評価いたします。
　今後も厳しい財政状況が見込まれる中、事業の
選択と集中を図り、持続可能な財政運営に努める
ことが重要であります。
　本予算が町民福祉の向上と美浜町の発展につ
ながることを期待し賛成討論とします。

　予算総額が 93 億 6200 万円と令和７年度から
の繰越し事業により減額となりました。
　歳入では、町債である借入金と基金繰入金であ
る貯金の取崩しが多額になっております。歳出で
は、道路や排水路工事などが事業費の枠取りの
予算となっており、関係者との調整が遅れ、年度
内の工事完了ができなくなります。
　貯金を減らし、借入金を大きく増やすことは、
子どもたちに財政負担を押し付ける予算であり反
対です。

令
和
８
年
度　

 

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
討
論

賛成

賛成

賛成

反対
茶谷　佳宏

文
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し
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学
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た
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。
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。
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く
、
接
種
で
き
ま
す
。

知多厚生病院
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国民健康保険　 予算額 21 億 1616 万円
　 ※国民健康保険税に子ども・ 子育て支援金分が追加さ れ、 加入者の負担が増えること になり ます。

後期高齢者医療　 予算額 5 億 5 01 万 5 千円
　 ※後期高齢者保険料の均等割額が増額になり、 子ども・ 子育て支援金分が追加と なり、 加入者の負担が増えること にな
　 　 り ます。

介護保険　 予算額 19 億 33 67 万 5 千円
　 ※介護保険第 9 期 3 ヵ 年計画の最終年と なり ます。

土地取得　 予算額 112 0 万円

水道事業会計予算　 給水戸数 9216 戸
　 収益的収入　 6 億 13 47 万 4 千円

　 　 　 　 支出　 5 億 3574 万 4 千円

　 資本的収入　 1 億 713 万 4 千円

　 　 　 　 支出 　 2 億 9 058 万1 千円
　 ※ 7 月検針分から 7％水道料金が値上がり になり ます。

　 ※主な水道工事　 杉代水管橋架替工事・ 新浦戸地区配水管布設替事業

　 　 老朽化し た水道管を入れ替える工事です。

農業集落排水事業会計予算　 接続戸数 102 戸
　 収益的収支 3712 万 7 千円

　 資本的収入 2 20 万 7 千円、 支出 783 万 7 千円
　 ※小野浦地区の排水処理事業です。

令和８ 年度特別会計・ 企業会計 予算
特別会計予算

企業会計予算

国
民
健
康
保
険
会
計
予
算

反
対

茶
谷 

佳
宏

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
で
国

保
税
増
額

　
国
民
健
康
保
険
税
が
令
和
７
年
度

予
算
に
比
べ
て
約
２
２
０
０
万
円
増

額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
分
の
追
加
で
、
加
入
者
の
負
担

が
増
加
に
な
る
も
の
で
す
。
基
礎
課

税
分
の
均
等
割
・
平
等
割
額
を
減
額

し
て
負
担
増
加
を
抑
え
た
こ
と
は
評

価
で
き
ま
す
が
、
負
担
が
増
加
に
な

る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で

反
対
で
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

反
対

都
筑 

新
悟

給
水
管
の
老
朽
化
対
策
を

　
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
漏
水
修
繕

工
事
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
町
の

管
理
と
な
っ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー

ま
で
の
給
水
管
も
、
配
水
管
同
様
に

老
朽
化
対
策
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
に

お
い
て
も
、
老
朽
化
し
た
古
い
給
水

管
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
水
道
工
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
水
管
に
よ
る
漏
水
修
繕
費
は
減

少
せ
ず
、
今
後
、
美
浜
町
の
負
の
遺

産
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
反
対

い
た
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
予
算

反
対

茶
谷 

佳
宏

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
で
保

険
料
増
額

　
令
和
８
年
度
の
保
険
料
は
前
年
度

予
算
に
比
べ
て
約
４
４
０
０
万
円
増

額
に
な
り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

反
対

茶
谷 

佳
宏

水
道
料
金
値
上
げ

　
令
和
６
年
度
に
続
い
て
水
道
料
金

が
値
上
げ
と
な
り
、
利
用
者
の
大
幅

な
負
担
増
と
な
る
予
算
の
た
め
反
対

で
す
。

討
　
論

杉代水管橋架替工事

120
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《
審　

議　

日　

程
》

令
和
８
年
第
１
回

３
月
定
例
会

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
５
月

頃
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

（
議
案
の
採
決
結
果
は
９
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

※主な議案

　 2 日　開会、提案　上程議案 27 件の議案説明
4・5 日　町政に対する一般質問　【通告議員 9 名登壇】
　10 日　質疑・委員会審査付託　

・各議案への質疑、各常任委員会へ審査付託
・人事案件１件に同意、専決処分事項１件を承認
・議員発議で条例、規則の改正を提案・質疑・討論・採決

　11 日　総務産業常任委員会　付託された 15 議案を審査・採決
　12 日　文教厚生常任委員会　付託された 11 議案を審査・採決
　17 日　委員長報告・質疑・討論・採決

・付託された２４件について委員長報告・質疑・討論・採決
・追加議案を３件提案・質疑・討論・採決して閉会

提 出 議 案

美浜町国民健康保険税条例の一部改正	 賛成多数で可決

一般会計補正予算 1億 858 万円減額	 賛成多数で可決

美浜町議会会議規則の一部改正（議員発議）	 賛成多数で可決

町道奥田・河和線道路改良工事変更契約	 全員賛成で可決

補正後の予算総額 108 億 6461万 3 千円
※不用額を精査して多くの事業で減額
・電算管理運営事務 △ 2961万7 千円
・河川維持管理事業（時志川改修工事） △1511万 6 千円

 工法を変更した理由は。
 両岸を工事する予定でしたが、名鉄との協議により片岸の河床の

保護工事のみに変更したためです。
・災害対策事業（避難所への発電機、空調設備の導入） 4095 万 9 千円増額

 避難所ごとの設置数量は。
 各中学校体育館に３基、各小学校体育館に２基、南部体育館に 3 基設

置します。

※議会の会議時間の変更
・開始時間を９時３０分に変更（従前は、９時開始でした。）

令和８年４月から役場庁舎の開く時間が９時から１６時３０分に変更になる
ことに伴い、議会の始まる時間を 9 時 30 分からに変更します。

※契約金額　変更前：2 億 9492 万１千円→変更後：２億 9266 万 3800 円（２２５万７２００円減額）
・通行止め期間中の隣接住民の方などの交通動線を変更し、交通誘導警備員の配置箇所を増やしたこ

とによる増額
・既設道路との交差部分の通行に支障がでることを考慮し、側溝などを新年度に施工することによる

減額など

※国民健康保険税の
　限度額の改正
・医療分 65万円→66万円
・支援分 24万円→26万円

※６月議会の傍聴の
際には、ご注意くだ
さい。

※国民健康保険税に子ども分を追加
・加入者1人1ヶ月平均312円(令和8年度)の負担
・子ども・子育て支援金は、児童手当やこども誰
でも通園制度の財源に充てられます。

反
対

茶
谷 

佳
宏

　
当
初
予
算
の
見
積
も
り
の
甘
さ
が

多
く
含
ま
れ
て
い
た
た
め
減
額
と
な

り
、
特
に
建
設
事
業
で
関
係
者
と
の

協
議
不
足
に
よ
り
工
事
の
内
容
が
大

き
く
変
わ
り
、
工
事
が
遅
れ
ま
し
た

の
で
反
対
で
す
。 討　

論
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議
会
基
本
条
例
に

よ
る
検
証
報
告

　

美
浜
町
議
会
基
本
条

例
第
20
条
に
お
い
て
、

「
こ
の
条
例
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
毎
年
度
１
回
以

上
検
証
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の

　
３
つ
の
特
徴
と
検
証

１　

議
員
間
で
の
自
由

な
討
議

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、

活
発
に
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

２　
町
民
へ
の
説
明
責
任

　

令
和
８
年
２
月
１
日

美
浜
町
役
場
及
び
奥
田

公
民
館
に
て
開
催
さ
れ

た
対
話
集
会
で
は
、
町

民
40
名
が
参
加
さ
れ
、

視
察
報
告
や
学
校
再
編

等
、
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
質
疑
を
受
け
ま
し

た
。

　
ま
た
11
月
９
日
産
業

ま
つ
り
で
の
『
御
用
聞

き
コ
ー
ナ
ー
』
で
は
、

身
近
な
問
題
の
相
談
を

受
け
ま
し
た
。

３　
議
員
の一般
質
問
に

お
け
る
反
問
権
行
使
に

つ
い
て
は
、
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

付
託
委
員
会

審
議
結
果

会派名
無
会
派

美浜
みらい

チャレンジ
みはま 創世会

茶
谷 

佳
宏

都
筑 

新
悟

大
嵜 

暁
美

葊
澤 　
毅

荒
井 

勝
彦

大
岩 　
靖

丸
田 

博
雅

橋
場 

友
昭

野
田 

謙
弥

中
須
賀 
敬

野
田 
増
男

森
川 

元
晴議　案　件　名

町
長
提
出
議
案
30
件

専決処分事項の報告について - - - - - - - - - - - - - -
美浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について - 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
専決処分事項の報告承認について - 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
美浜町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
美浜町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
美浜町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町職員等の旅費に関する条例について 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町報酬及び費用弁償支給に関する条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について 文厚 可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
町道路線の廃止及び認定について 総産 可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和７年度美浜町一般会計補正予算（第９号） 各 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和７年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和７年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和７年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第４号） 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和７年度美浜町土地取得特別会計補正予算（第１号） 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町一般会計予算 各 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町国民健康保険特別会計予算 文厚 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算 文厚 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町介護保険特別会計予算 文厚 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町土地取得特別会計予算 総産 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町水道事業会計予算 総産 可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和８年度美浜町農業集落排水事業会計予算 総産 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
令和６年度美浜町一般会計継続費の精算について - - - - - - - - - - - - - -
町道奥田・河和線道路改良工事請負変更契約の締結について - 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町運動公園の整備事業に関する令和６年度委託業務協定書の一部を変更する協定書の締結について - 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

議
員
提
出

議
案
２
件

美浜町議会委員会条例の一部を改正する条例について - 可決 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇
美浜町議会会議規則の一部を改正する規則について - 可決 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 〇

付託委員会…総産→総務産業常任業委員会に付託、文厚→文教厚生常任委員会に付託、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対もしくは保留　「欠」は欠席　 「退」は退席により採決不参加　※野田増男議長は採決に加わりません。　　

付
託
委
員
会

審
議
結
果

会派名
無
会
派

美浜
みらい

チャレンジ
みはま 創世会

茶
谷 

佳
宏

都
筑 

新
悟

大
嵜 

暁
美

葊
澤 　
毅

荒
井 

勝
彦

大
岩 　
靖

丸
田 

博
雅

橋
場 

友
昭

野
田 

謙
弥

中
須
賀 

敬

野
田 

増
男

森
川 

元
晴議　案　件　名

町
長
提
出
議
案
9
件

美浜町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について - 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
美浜町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について - 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇
美浜町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○
美浜町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○
美浜町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○
令和７年度美浜町一般会計補正予算（第８号） - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○
令和７年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○
令和７年度美浜町水道事業会計補正予算（第１号） - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○
令和７年度美浜町農業集落排水事業会計補正予算（第１号） - 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ - ○

○は賛成　×は反対もしくは保留　「欠」は欠席　 「退」は退席により採決不参加　※野田増男議長は採決に加わりません。　　

　審議結果一覧表

　審議結果一覧表

令和 8 年　第 1 回　3 月定例会

令和 8 年　第 1 回　1 月臨時会

１
月
補
正
予
算

 

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
で

一
人
７
０
０
０
円
の
ク
ー

ポ
ン
の
配
布
時
期
、
使

用
可
能
時
期
、
使
用
方

法
は
。

 

５
月
20
日
頃
か
ら
発

送
し
、
６
か
月
間
の
使

用
期
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
５
０
０
円
ク
ー
ポ

ン
14
枚
つ
づ
り
で
、
１
０

０
０
円
の
お
買
い
物
に
５

０
０
円
ク
ー
ポ
ン
を
１
枚

使
用
で
き
ま
す
。

 

運
動
公
園
整
備
事

業
３
１
０
０
万
円
増
額
は

何
を
す
る
の
か
。

 

国
の
交
付
金
が
追
加

と
な
り
、
遊
具
広
場
の

張
芝
、
休
憩
施
設
と
し

て
の
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
設

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

条例改正５件、補正予算４件が町長から提出され、委員会付託を省略し、即日審議・採決が行われました。令和８年 第１回 1月臨時会

一般会計補正予算	 全員賛成で可決
補正額　６億 4749 万２千円
補正後の予算総額　109 億 6032 万 1 千円

物価高騰生活応援クーポン券事業
1 億 5555 万５千円（全額国、県からの財源補助）
1 人 7000 円のクーポンを配布します。

Pick 
Up!
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一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

　
一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
3
月
定
例
会
で
は
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
（
10
ペ
ー
ジ
か
ら
14
ペ
ー
ジ
ま
で
）
を
登
壇

順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
の
都
合
上
、
質
問
項
目
が
全
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

美浜町小中一貫校は

一貫校整備は一旦見送り

 

学
校
再
編
と
都
市
計
画
の

位
置
づ
け
は
。

 

本
町
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
美
浜
町
総
合
計
画
に
基
づ

く
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
都
市
計
画
の
観

点
か
ら
町
づ
く
り
の
基
本
的

な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、

人
口
減
少
対
策
、
居
住
誘
導

等
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画

に
即
し
て
い
ま
す
が
、
学
校

再
編
計
画
を
位
置
づ
け
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

河
和
中
学
校
敷
地
内
の
小

中
一
貫
校
整
備
案
は
。

 

当
初
の
方
針
で
は
、
整
備

を
目
指
し
て
い
た
、
日
本
福

祉
大
学
敷
地
内
案
が
、
想
定

以
上
の
事
業
費
が
必
要
で
あ

る
事
が
判
明
し
た
た
め
、
建

設
を
断
念
し
ま
し
た
。

　

次
の
方
針
と
し
て
、
河
和

中
学
校
敷
地
内
に
野
間
中
学

校
を
統
合
し
、
小
学
校
の
校

舎
と
体
育
館
の
み
を
整
備
す

る
案
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
、
日
本
福
祉
大

学
敷
地
内
に
、
小
中
一
貫
校

を
整
備
す
る
案
と
は
、
大
き

く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
保
護

者
の
意
向
を
確
認
し
た
結
果
、

河
和
中
学
校
敷
地
内
案
に
つ

い
て
は
、
賛
否
が
ほ
ぼ
同
数

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
西
部
の
小
学
校

区
全
て
で
、
反
対
が
大
き
く

上
回
っ
た
た
め
、
総
合
的
に

判
断
し
、
河
和
中
学
校
敷
地

内
に
小
学
校
を
整
備
す
る
案

は
断
念
し
ま
し
た
。

 

今
後
の
学
校
再
編
は
。

 

現
段
階
に
お
い
て
、
一
貫

校
整
備
は
一
旦
見
送
り
と
な

り
ま
す
。
西
部
・
東
部
地
区

そ
れ
ぞ
れ
、
小
学
校
１
校
・

中
学
校
１
校
で
、
西
部
地
区

は
上
野
間
小
、
東
部
地
区
は

河
和
小
、
中
学
校
は
そ
の
ま

ま
で
進
め
ま
す
。
こ
の
事
に

よ
り
、
小
中
学
校
の
連
携
の

拡
充
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
、
日
本
福
祉
大
学
と
の

連
携
も
図
れ
る
と
考
え
ま
す
。

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

少
し
考
慮
す
る
時
間
を
頂
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

大岩　靖

5 番　丸田　博雅　議員
　①大災害に対する本町の対応について
　②美浜町小中学校再編について
　③働き方改革による中学校部活動に
　　ついて

6 番　大嵜　暁美　議員
　①保育所の再編について
　②美浜町福祉センターの利用について

7 番　茶谷　佳宏　議員
　①学校再編について
　②財政状況について

8 番　葊澤　毅　議員
　①美浜町運動公園整備事業及び美浜
　　町総合公園拡張事業について
　②中日ドラゴンズファーム移転先の
　　誘致について
　③ふるさと納税及び返礼品の開発に
　　ついて

9 番　野田　謙弥　議員
　①スポーツによるまちづくりについて
　②美浜町の自治会組織（区）について

1 番　大岩　靖　議員
　①美浜町の将来的な都市計画と学校
　　再編について
　②日本福祉大学との関係性について

2 番　荒井　勝彦　議員
　①美浜町のいじめに対する取組につ
　　いて
　②学校再編について
　③各学校の体育館の利用について

3 番　都筑　新悟　議員
　①美浜町の外国人を取り巻く環境に
　　ついて
　②野犬・野良ネコなどの野生動物に
　　ついて
　③小中一貫校建設計画に伴う懸念に
　　ついて

4 番　橋場　友昭　議員
　①コミュニティバスについて
　②放課後児童クラブと放課後子ども
　　教室について
　③小中一貫校について
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荒井　勝彦

町政に対する一般質問 令和 8 年 3 月 4 日

外国人との多文化共生は

美浜町のいじめ件数の推移は

日本語教育適応学級を実施

年々増加しています

 

外
国
人
居
住
者
の
町
内
で

の
人
口
割
合
と
推
移
は
。

 

美
浜
町
の
人
口
２
万
１
８

５
人
に
対
し
、
５
５
４
人
で

全
体
の
２
．
７
４
％
で
す
。

５
年
前
の
３
３
１
人
か
ら

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

 

多
文
化
共
生
へ
向
け
た
本

町
の
取
り
組
み
は
。

 

簡
単
な
日
本
語
や
学
校
の

習
慣
を
教
え
る
日
本
語
教
育

適
応
学
級
を
実
施
し
、
語
学

相
談
員
に
よ
る
保
護
者
か
ら

の
相
談
や
学
校
生
活
の
様
子

を
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

野
犬
・
野
良
猫
な
ど
に
つ
い
て

 

野
生
動
物
の
目
撃
情
報
や

被
害
状
況
な
ど
を
美
浜
町

メ
ー
ル
・
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
注
意
喚
起
し
て
い
く

考
え
は
。

 

美
浜
町
メ
ー
ル
・
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
も
含
め
情
報

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

野
良
猫
対
策
と
し
て
地
域

猫
活
動
へ
の
本
町
独
自
の
補

助
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
。

 

本
町
独
自
の
補
助
制
度
で

あ
れ
ば
近
く
の
動
物
病
院
で

手
術
が
受
け
ら
れ
、
時
間
が

短
縮
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま

 

い
じ
め
を
早
期
発
見
す
る

仕
組
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

 

教
職
員
と
児
童
生
徒
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
・
定
期
的

な
教
育
相
談
の
機
会
・
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
設

置
に
よ
り
、
状
況
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

 
今
後
の
取
組
は
。

 

令
和
８
年
度
は
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
２

名
体
制
と
し
、
よ
り
充
実
し

た
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

 

河
和
中
学
校
の
敷
地
内

に
、
小
中
一
貫
校
を
ま
と
め

る
案
に
決
定
で
す
か
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ

り
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の

意
向
を
確
認
す
る
な
ど
、
総

合
的
に
判
断
し
断
念
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

ず
は
活
動
団
体
の
有
無
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
実
態
を

調
査
し
、
補
助
制
度
の
必
要

性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

小
中
一
貫
校
計
画
に
伴
う
懸

念
に
つ
い
て

 

日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉

学
部
が
２
０
２
７
年
４
月
に

美
浜
町
か
ら
移
転
す
る
が
、

小
中
一
貫
校
が
大
学
敷
地
内

で
は
な
く
な
っ
た
際
、
大
学

と
本
町
の
関
係
が
希
薄
と
な

り
、
他
学
部
の
移
転
も
懸
念

さ
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

 

大
学
側
に
は
事
業
費
の
面

か
ら
断
念
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
引
き
続
き
本
町
と
日

本
福
祉
大
学
が
連
携
し
、
魅

力
あ
る
教
育
環
境
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
日
本
福

祉
大
学
の
学
部
移
転
に
意
見

を
申
し
上
げ
る
立
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
関
係

を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

口
頭
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社

会
福
祉
学
部
に
代
わ
る
新
た

な
学
部
の
創
設
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

令
和
８
年
度
に
は
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
不
安
を
払
拭

し
、
本
当
に
再
編
に
向
け
て

ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
か
、
し
っ

か
り
と
し
た
決
意
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

 

ま
ず
は
東
部
地
区
・
西
部

地
区
の
小
学
校
の
統
合
を
混

乱
な
く
進
め
る
な
か
で
、
い

か
に
魅
力
の
あ
る
学
校
と
し

て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
保
護
者

の
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
学
校
再
編
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

各
学
校
の
体
育
館
の
利
用
に

つ
い
て

 

授
業
・
学
校
行
事
及
び
避

難
所
機
能
以
外
の
利
用
方
法

は
。

 

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
、
地
域
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

学
校
再
編
後
の
利
用
方
法

は
。

 

地
域
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
の
「
運
動
施
設
」
と
し

て
活
用
し
、
避
難
所
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

都筑　新悟

断念した計画案
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町政に対する一般質問 令和 8 年 3 月 4 日

保護者・児童生徒の不安への対応は

大災害に対する本町の対応は

魅力ある学校づくりを推進

巨大地震等へ向けた防災対策の実施

 

各
学
校
の
保
護
者
・
児
童

生
徒
が
抱
え
る
不
安
へ
の
対

応
は
。

 

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
保
護

者
の
皆
さ
ま
の
不
安
解
消
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

 

小
中
一
貫
校
の
教
育
に
つ

い
て
は
。

 
小
中
一
貫
校
の
教
育
は
、

新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
の

か
に
つ
い
て
は
、
東
部
地
区
、

西
部
地
区
の
小
学
校
の
統
合

を
混
乱
な
く
進
め
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
い
か
に
魅
力

あ
る
学
校
と
し
て
い
く
か
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
基
本

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課

後
子
ど
も
教
室

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
状
況
は
。

 

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る

各
学
校
体
育
館
の
耐
震
性
は
。

 

各
体
育
館
の
耐
震
改
修
工

事
は
完
了
し
、
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
ま
す
。
約
３
千

名
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
並

び
に
備
蓄
食
は
約
２
万
食
、
保

存
水
は
約
２
万
３
千
本
を
保

有
し
て
い
ま
す
。

 

各
地
区
の
防
災
訓
練
実
績

に
つ
い
て
は
。

 

本
町
の
合
同
防
災
訓
練
の

ほ
か
、
各
自
主
防
災
会
訓
練

を
毎
年
実
施
し
、
避
難
訓
練
・

防
災
講
座
・
避
難
所
運
営
・

初
期
消
火
訓
練
等
の
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
延
べ
２
８
０
０
名
、
他
に

ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
・
飲
料

水
、
救
護
物
資
配
布
等
、
よ

り
実
践
的
な
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。

 

職
員
に
よ
る
住
家
被
害
認

定
調
査
訓
練
の
内
容
は
。

 

河
和
児
童
ク
ラ
ブ
、
奥
田

児
童
ク
ラ
ブ
い
ず
れ
も
定
員

は
60
名
で
、
現
在
の
利
用
状

況
と
し
て
は
、
河
和
児
童
ク

ラ
ブ
は
55
名
が
、
奥
田
児
童

ク
ラ
ブ
は
35
名
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

 

今
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
に
つ
い
て
は
。

 

河
和
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
及
び
令
和

８
年
度
の
年
度
当
初
の
利
用

申
し
込
み
は
、
定
員
を
超
え

た
の
で
、
抽
選
を
行
い
、
利

用
者
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

抽
選
で
外
れ
て
し
ま
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
を

辞
退
さ
れ
た
方
、
定
員
に
空

き
の
あ
る
奥
田
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
利
用
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
、
奥
田
児
童
ク
ラ
ブ
に

は
申
し
込
ま
ず
、
待
機
児
童

と
し
て
、
河
和
児
童
ク
ラ
ブ

の
空
き
を
待
つ
方
が
い
ま
す
。

 

今
後
の
放
課
後
子
ど
も
教

室
に
つ
い
て
は
。

 

現
在
実
施
を
し
て
い
ま
せ

ん
が
放
課
後
子
ど
も
教
室
は

住
民
か
ら
の
要
望
な
ど
必
要

性
が
あ
れ
ば
、
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

本
年
度
導
入
の
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
使
用
に
よ
る
被
害
発

生
後
の
罹
災
証
明
書
発
行
の

た
め
の
住
家
被
害
調
査
の
支

援
訓
練
で
す
。

 

児
童
生
徒
が
在
校
中
に
被

災
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

は
。

 

各
学
校
に
て
防
災
計
画
を

定
め
て
お
り
、
避
難
場
所
へ

の
避
難
訓
練
を
実
施
し
対
応

し
て
い
ま
す
。

 

災
害
時
に
も
活
用
が
急
が

れ
る
知
多
東
部
線
に
つ
い
て

は
。

 

現
在
、
北
方
２
丁
目
か
ら

河
和
台
ま
で
の
区
間
を
県
が

進
め
て
い
ま
す
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

 

美
浜
町
小
中
学
校
再
編
に

つ
い
て
は
。

 

日
本
福
祉
大
学
と
の
連
携

に
よ
り
学
生
に
学
習
支
援
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
の
先
生
に
は
、
教

職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会

の
講
師
・
助
言
な
ど
の
支
援

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
内
の
温
水
プ
ー

ル
を
借
り
て
、
全
小
学
校
が

水
泳
の
授
業
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

丸田　博雅

橋場　友昭

学校再編住民説明会が
開催されました

給水訓練実施の様子
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茶谷　佳宏

町政に対する一般質問 令和 8 年 3 月 4 日・5 日

保育所の再編の内容は

今後、小中一貫校は目指すのか

令和９年度に２つの保育所を閉所

当面、小中学校は東西地域に

 

保
育
所
の
再
編
の
内
容
は
。

 

令
和
９
年
度
に
、
布
土
保

育
所
及
び
野
間
保
育
所
を
閉

所
し
、
河
和
保
育
所
、
奥
田

保
育
所
、
上
野
間
保
育
所
の

３
保
育
所
で
運
営
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

 
町
内
５
つ
の
保
育
所
の
定

員
数
の
合
計
は
、
乳
児・幼
児
、

そ
れ
ぞ
れ
何
人
で
、
令
和
８

年
度
の
申
し
込
み
状
況
は
。

 

定
員
数
の
合
計
は
、
乳
児

77
人
、
幼
児
５
５
３
人
で
合
計

は
６
３
０
人
で
す
。
令
和
８
年

度
の
申
し
込
み
状
況
は
、
11
月

30
日
現
在
で
、
乳
児
64
人
、
幼

児
２
５
１
人
、
全
体
３
１
５
人

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
充
足
率
は
、

乳
児
83
．
１
％
、
幼
児
45
．

４
％
、
全
体
は
50
％
で
す
。

 

再
編
に
至
っ
た
理
由
と
再

編
の
保
育
所
の
選
定
理
由
は
。

 

保
育
所
入
所
児
童
が
減
少

し
た
た
め
、
令
和
８
年
度
に

は
、
河
和
保
育
所
を
除
く
４
つ

の
保
育
所
で
は
、
３
歳
児
年
少

と
４
歳
児
年
中
に
つ
い
て
、
合

同
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
度
以
降
は
、
さ
ら

 

小
中
学
校
を
東
西
に
残
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

施
設
は
長
寿
命
化
の
改
修
を
す

る
の
か
、
事
後
保
全
に
よ
る
修

繕
で
対
応
す
る
の
か
ど
ち
ら
で

す
か
。

 

存
続
し
て
い
く
小
中
学
校

に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
の

大
規
模
改
修
や
修
繕
の
必
要

性
・
規
模
・
時
期
な
ど
を
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

中
学
校
を
２
校
残
す
こ
と

に
し
た
理
由
は
何
で
す
か
。

 

小
学
校
を
東
と
西
で
１
校

に
統
合
す
る
こ
と
に
し
た
た

め
、
小
中
学
校
が
連
携
し
た
教

育
を
推
進
し
た
い
と
考
え
た

た
め
で
す
。

 

小
中
一
貫
校
計
画
が
二
転

三
転
す
る
こ
と
で
、
不
信
感

や
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
場
所
の
選
定
の
難
し

さ
や
費
用
面
の
制
約
な
ど
課

題
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
、
小
中
一
貫
校

は
目
指
し
ま
す
か
。

 

課
題
が
は
っ
き
り
し
て
き

た
こ
と
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
で
す
。
東
西
に
小
学
校
を
残

す
判
断
を
し
た
の
で
当
面
は

小
学
校
の
統
合
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
統
合
し
て
適
正
な

に
入
所
児
童
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
と
、
園
舎
の
建
設

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、
老
朽

化
に
よ
り
布
土
保
育
所
・
野
間

保
育
所
を
閉
所
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
は

 

再
編
に
よ
っ
て
起
こ
る
問

題
な
ど
、
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
予
定
は
。

 

保
護
者
の
皆
様
に
説
明
を

し
っ
か
り
行
っ
た
う
え
で
、
ご

意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
内
容
に
よ
り

対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
利
用
し

や
す
い
保
育
所
運
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
環
境
を
整
え
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
統
合
さ
れ
た

小
学
校
が
中
学
校
と
連
携
し

た
小
中
一
貫
校
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

財
政
状
況
で
は
借
金
が
高
額
に

な
り
、
返
済
が
心
配

 

令
和
７
年
度
末
の
町
債
残

高
は
い
く
ら
と
見
込
ん
で
い

ま
す
か
。

 

77
億
８
千
万
円
で
す
。

 

公
債
費
の
ピ
ー
ク
は
、
ど

の
く
ら
い
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
か
。

 

令
和
10
年
代
初
頭
に
、
８

億
円
前
後
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

※
町
債
は
、
町
の
借
金
。
公
債

費
は
、
借
金
の
返
済
額
。

大嵜　暁美

隣接の旧児童館を保育施設に改修した
河和保育所

美浜町の財政状況より　単位：億円
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町政に対する一般質問 令和 8 年 3 月 5 日

中日ドラゴンズ ファーム拠点の誘致は

スポーツを核としたまちづくりは

名乗りをあげる予定はありません

各種団体と共にオール美浜体制で

 

本
町
も
、
フ
ァ
ー
ム
拠
点

の
移
転
先
と
し
て
名
乗
り
を

あ
げ
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

 

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

フ
ァ
ー
ム
拠
点
の
移
転
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
報

道
に
よ
り
本
町
に
お
い
て
も

承
知
し
て
お
り
、
２
０
２
６

年
度
前
半
に
移
転
先
公
募
の

詳
細
な
募
集
条
件
が
公
開
さ

れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

提
示
さ
れ
て
い
る
条
件
で

あ
る
１
軍
の
本
拠
地
バ
ン
テ

リ
ン
ド
ー
ム
名
古
屋
か
ら
車

で
１
時
間
以
内
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
来
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は

条
件
を
み
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
６
万
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
敷
地
の
確
保
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
、
名
乗

り
を
あ
げ
る
予
定
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

を
伸
ば
す
た
め
の
対
策
は
。

 

寄
付
額
を
伸
ば
す
た
め

に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
の

写
真
や
文
章
の
見
直
し
を

 

み
は
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
は
。

 

美
浜
町
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
中
心
に
日
本
福
祉
大
学

と
連
携
し
な
が
ら
、
美
浜
全
体

の
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
組
織
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
町
外
か
ら

の
合
宿
誘
致
等
を
行
い
、「
健

康
・
福
祉
・
教
育
・
経
済
」
の

好
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

 

み
は
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
は
。

 

み
は
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
主
に
町
内
の
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
方
が
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

た
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
双
方
の
団
体
が
協
力
し

て
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
は
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
推

奨
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
観

光
協
会
や
商
工
会
・
地
域
の
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

オ
ー
ル
美
浜
の
体
制
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
特
産
品
の

一
つ
で
あ
る
柑
橘
の
種
類
を

増
や
し
、
町
内
で
陸
上
養
殖

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
フ
グ

や
ウ
ナ
ギ
を
活
用
し
た
返
礼

品
の
開
発
に
む
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

総
合
公
園
の
今
後
の
予
定
は

 

整
備
中
の
美
浜
町
総
合
公

園
の
今
後
の
予
定
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

 

総
合
公
園
で
現
在
整
備
中

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
つ
い

て
は
、
ベ
ン
チ
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
、
器
具
庫
及
び
給
水
施
設

等
の
整
備
を
進
め
、
令
和
８

年
秋
に
は
、
供
用
開
始
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

駅
伝
や
陸
上
競
技
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
は
。

 

本
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

み
は
ま
タ
ウ
ン
マ
ラ
ソ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
後

援
は
、
東
海
学
生
駅
伝
が
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

で
放
課
後
運
動
教
室
、
学
校
行

事
と
し
て
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
、
奥
田
地
区
に
て
奥
田
ス

ポ
ー
ツ
デ
ー
開
催
が
あ
り
ま

す
。

自
治
会
組
織（
区
）

 

区
加
入
率
の
現
状
は
。

 

広
報
の
配
布
数
で
計
算
す

る
と
76
．
９
％
で
す
。
加
入
率

を
高
め
る
手
段
と
し
て
、
役
場

で
転
入
手
続
き
さ
れ
る
方
に
、

区
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
町
広
報
誌
で

定
期
的
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

 

区
を
通
じ
て
提
供
し
て
い

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
。

 

広
報
誌
の
配
布
及
び
回
覧

板
の
回
覧
。
交
通
・
防
犯
・
防

災
啓
発
活
動
な
ど
の
町
か
ら
の

情
報
提
供
、
敬
老
会
の
実
施
、

道
路
・
河
川
及
び
た
め
池
の
草

刈
り
、
清
掃
作
業
、
資
源
回
収

な
ど
で
す
。

葊澤　毅

整備中のソフトボール場

野田　謙弥
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町
民
と
の
対
話
集
会  

開
催

議
会
活
動
報
告
（
令
和
７
年
度
）

令
和
８
年
２
月
１
日　
美
浜
町
役
場
・
奥
田
公
民
館
に
て

美
浜
町
役
場 

３
階
大
会
議
室

保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て

 

布
土
の
保
育
所
を
河
和
の
保
育

所
に
統
合
す
る
と
聞
い
た
が
ど
う

な
の
か
。

 

今
年
度
、
保
育
所
の
入
所
申
し

込
み
者
数
が
少
な
く
、
合
同
保
育

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
起
こ

り
う
る
た
め
町
内
の
保
育
所
を
統

合
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

 

小
中
一
貫
校
は
決
定
な
の
か
。

少
人
数
制
に
な
っ
て
、
小
さ
い
頃

に
切
磋
琢
磨
出
来
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
思
う
の
で
、
少
人
数

ク
ラ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
。
夕
張
市
の
様

に
、
地
域
か
ら
学
校
が
無
く
な
る

と
地
域
が
衰
退
し
、
人
が
住
ま
な

く
な
る
。

 

日
本
福
祉
大
学
敷
地
内
で
の
小

中
一
貫
校
を
建
設
す
る
こ
と
は
断

念
し
、
代
替
え
案
と
し
て
の
河
和

中
学
校
に
小
中
一
貫
校
を
作
る
こ

と
に
賛
同
す
る
か
、
賛
同
し
な
い

か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
町
内
の
小
学

校
以
下
の
保
護
者
を
対
象
に
現
在

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
待
ち
と
い
う

状
況
で
す
。

奥
田
公
民
館 
２
階

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

 

河
和
中
敷
地
内
と
い
つ
決

ま
っ
た
の
か
。
議
決
し
た
の
か
。

住
民
説
明
会
後
、
３
月
議
会
で
方

向
性
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
が
、
町

民
全
体
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
な
い
の
か
。

 

議
会
と
し
て
は
河
和
中
学
校

に
小
中
一
貫
校
を
つ
く
る
と
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
町
長

と
も
話
し
合
い
、
住
民
の
声
も
聞

い
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
16
日
か
ら
６
学
区
で
説
明

会
を
し
ま
す
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
を
踏
ま
え
検
討

し
、
段
階
的
に
小
中
学
校
を
整
備

し
て
い
く
の
も
一
つ
の
案
で
す

し
、
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
東
西
に
一
校
ず
つ
残
す

の
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は
と
思

い
ま
す
。

保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て

 

保
育
所
を
再
来
年
度
に
統
合
す

る
と
い
う
話
が
あ
り
、
事
情
で
布

土
保
育
所
に
行
こ
う
と
し
た
が
、

河
和
保
育
所
へ
統
合
さ
れ
る
と
教

え
て
も
ら
っ
た
の
で
考
え
を
変
え

た
。
学
校
再
編
計
画
等
が
さ
ら
に

変
わ
っ
て
い
き
、
今
後
の
動
向
が

分
か
る
な
ら
教
え
て
ほ
し
い
。

 

議
員
も
口
頭
に
て
保
育
所
統

合
の
話
を
つ
い
最
近
、
執
行
部
側

か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
統
合
に
よ
り
、
園
児

の
送
り
迎
え
が
早
く
な
っ
た
り
、

遠
く
な
っ
た
り
と
保
護
者
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
そ

れ
ら
も
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

知
多
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
視
察

　
知
多
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

は
、
知
多
半
島
５
市
５
町
の
人
口

約
62
万
人
の
１
１
９
番
通
報
を
受

信
し
て
い
る
施
設
で
す
。

　

令
和
７
年
の
1/1
～

12/31
ま
で
の
受

信
件
数
は
、
４
３
７
２
０
件
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
１
１
９
」
と
い
う

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
の
通
報
体
験

も
行
い
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

「
障
害
者
福
祉
と
福
祉
施
設
」

セ
ル
プ
ア
ゼ
ー
リ
ア
視
察

　
施
設
内
や
作
業
を
し
て
い
る
様

子
を
見
学
し
、
理
事
長
か
ら
施
設

運
営
の
方
向
性
を
伺
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
エ
イ
ゼ
ン
視
察

　
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
選
別
・
圧
縮
・

梱
包
作
業
と
、
草
木
等
を
バ
イ
オ

燃
料
や
土
壌
改
良
材
へ
再
利
用
す

る
工
程
を
視
察
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
再
編
調
査
研
究

特
別
委
員
会

名
古
屋
市
立
山
吹
小
学
校
視
察

　
山
吹
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
い
つ
学
ぶ
か
、
何
を
学

ぶ
か
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
を
選

択
す
る
自
由
進
度
学
習
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
中
心
の
学
び
が
行
わ
れ

て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
の

生
き
生
き
と

し
た
様
子
が

印
象
的
で
し

た
。

知多広域消防指令センター
指令室

選別工程
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編 

集 

後 

記

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、神

社
仏
閣
に
様
々
な
形
で
の
奉
納
が
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。祭
礼
に
関
し
て
も
人
口
減

少
、人
手
不
足
が
加
速
し
て
い
ま
す
。祭
り

の
時
に
は
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
い
た
だ
き

地
域
に
と
っ
て
は
大
切
な
行
事
で
す
。今
後

も
継
承
し
て
後
世
に
繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
あ
た
り
、議
会
広

報
特
別
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
副

委
員
長
か
ら
委
員
長
と
な
り
、３
年
間
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。議
会
だ
よ
り
を
見
や
す

く
、ど
う
す
れ
ば
伝
わ
る
の
か
検
討
し
な
が

ら
委
員
会
を
運
営
し
、残
す
も
の
は
残
し
つ

つ
変
更
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
、見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。	　
　
　
　
　
　
　
　

 （
橋
場
友
昭
）

みはま議会だよりは、スマートフォンアプリ
「マチイロ」でも見ることができます。

マチイロアプリ議会会議録

一般質問の内容は、町公式ホームページに掲載
している議会会議録で読むことができます。
３月定例会の会議録は、５月頃掲載予定です。

「みはま議会だより」は、美浜町議会広報
特別委員会が編集しています。

皆様の声を
お聞かせください。
　議会だよりへのご意見ご感想を
お待ちしています。
議会事務局
E-mail：gikaiji@town.aichi-mihama.lg.jp
※住所、氏名、連絡先のご記入をお願いします。

あ
い
ち
・
み
は
ま
議
会
だ
よ
り
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号
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令和８年６月定例会の開催予定

日 月 火 水 木 金 土
1 2

（休会）

3
本会議
開会
提案

4

（休会）

5

（休会）

6

（休会）

7

（休会）

8
本会議

一般質問
1 日目

9
本会議

一般質問
2 日目

10

（休会）

11
本会議

質疑・委員会
付託

12
（休会）
総務産業

常任委員会

13

（休会）

14

（休会）

15
（休会）
文教厚生

常任委員会

16

（休会）

17

（休会）

18
本会議

討論・採決
閉会

19 20

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴
することができます。また、全員協議会及び各
委員会は、議長等の許可があれば、傍聴するこ
とができます。
※議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要な

方は、お手数ですが２週間前までにご相談く
ださい。

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定
【112ch】午前９時から

6 月 14 日（日）・ 6 月 15 日（月）
☆お問い合わせ先☆

美浜町役場 議会事務局
TEL 82-1111（内線 285・286）

いずれも午前9時30分から　美浜町役場3階　議事堂
＜日程は告示日5月25日に確定します>

議 会 を 傍 聴 しま せ ん か


